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この式は意味内容は本質的には離散モデルの場合と同じであるが，直接こ
う考えると分かりやすい。この式は資産市場の裁定条件を表している。い
ま，資産 円を運用したいとする。は，資本財１単位を購入
し運用した場合の収益を表している。は資本財のレンタル価格であり，

は減価償却分を効用単位で測ったものであり，はキャピタルゲイン
（ロス）である。一方，は利子率で運用した効用単位で測った収益を
表している。どちらで運用しても収益は同じでなければならないことを意味
している。
以上のように，離散モデルと連続モデルが自然とつながっていることが分
かる。実は，連続モデルの場合はバンバン制御のような，時点で飛び飛びに
制御変数を選択するようなこともあるのだが，経済学的にはこのように考え
ておけばよい。
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